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ＮＰＯ・ボランティア情報

助成金ニュース

●リーダーズVOICE
NPO法人

NPO研修･情報センター代表理事

　世古　一穂さん

　　　「NPO研修・情報センター」の活動内容について教えてください。�

世古　参加協働型社会に必要な人材養成を専門とする中間支援のNPO

です。1998年のNPO法成立の前年から活動をスタートしました。とり

わけ、行政とNPOの協働で窓口となったり調整役を務めるNPO、行政

それぞれのリーダーの研修、「協働コーディネーター」の研修に重き

を置いています。いま、政府、自治体を問わず、行政とNPOとの協働

が数多く行われていますが、実態は行政によるNPO支援の色合いの濃

いものが多い。お互いの守備範囲と領域をきちんと設定し、それぞれ

の特性と能力に応じた役割分担が必要です。

　　　人材養成を手掛けられている狙いは。

世古　協働は、いわば行政セクターから市民セクターへの分権です。

しかし、協働が、いま行政からの委託事業にシフトしすぎているきら

いがあり、NPOが安上がりな行政の下請けになりかねないという問題

があります。市民分権を促進する社会的なルールづくりも必要ですが、

分権の受け皿となるNPO側がしっかりしないと…。NPOから行政の側

に政策提言していくことが必要です。だから、双方が対等な真の協働

を進めることのできるコーディネーターが必要なのです。 
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　　　協働で期待するその役割は。　　

世古　協働を進めるコーディネーター、いわゆる「協働コーディネータ

ー」は、さまざまなネットワーキングの要となり、参加と協働をデザイ

ンしていく専門職です。参加型の会議やワ―クショップの全体のプロセ

ス、参加者の構成・選択のデザインを行うだけでなく、時にはミッショ

ンに適した専門家やスタッフを集めてくることもできる、参加型プロジ

ェクトの全責任者です。NPO研修･情報センターでは「協働コーディネ

ーター」の養成に力を入れ、認証システムを実施しています。

　　　研修ではリーダー候補のどういった資質を伸ばそうとしているのですか。

世古　人々の「つぶやき」を形に、思いを「仕組み」にできる、能力

ですね。

　　　研修事業のほか、NPO研修・情報センターでは自主事業

としてコミュニティ・レストラン、いわゆる“コミレス”プロ

ジェクトを立ち上げ、運営されていますね。

世古　自主事業は、ＮＰＯにとって運営上のおおきな糧となり

ます。コミレスをＮＰＯの自立のモデル事業にと考え、コミレ

ス運営のノウハウを全国に普及させる取り組みも行っています。

石川県では、加賀市のはづちをさんがコミレスネットワークの

幹事メンバーです。地域の実情やニーズに合ったコミレスを各

地のＮＰＯで立ち上げ、運営していただければと思っています。

　　　行政と対等な関係を築いていく上でも、自主事業は重要そうですね。

世古　そうですね。NPOが行政と対等の立場で協働していくためには

まず自立することが必要です。委託事業に依存しないですむ、安定的

な収入の確保が必要です。そのための自主事業であり、コミレスもそ

のひとつのアイディアと考えてくだされば分かりやすいでしょう。

　　　優秀な人材に企業でなくNPOで働いてもらうには、きち

んと生計を立てていけることも必要でしょうからね。

世古　NPOの組織としての自立はもちろん、職場としての魅力

を持たせないといけません。NPOで働く人が生活できる場にな

ってはじめて、NPOが日本に根付いていくと思います。

　　　今後、取り組んでいきたい課題、テーマは。

世古　これまでもアジア、特に韓国、中国のＮＰＯとのネットワ

ーキングを進めてきましたが、それを進展させていきたいと思って

います。韓国は日本よりもネットワーク型のＮＰＯやＮＧＯの活動

が活発なんですよ。日本海を越えて漂着するゴミの問題など、様々

な課題を日中韓のＮＰＯの協働が実現できるといいと考えています。

中国や韓国とのギクシャクした関係が取り沙汰されるいまだからこ

そ、言葉の壁を越えて実のある交流を実現させたいですね。

［ちょっと気になる、いしかわのNPO］

NPO法人 シナジースマイル

石川県

URL http://www.ishikawa-npo.jp

●いしかわのNPO

NPO法人 あかり

NPO法人 ケーネット知楽市

9月11日に加賀市のはづちを楽堂で開かれた厚生労働省・こども未来財団主催

の子育て支援者（子育てNPO）指導者研修。世古さんがリーダーの役割などを説

特
　
集

いしかわのNPOマップ
（白山・能美エリア）

自己評価からみる
NPOの分類

●NPOの基礎講座

第3回 NPO運営のＱ＆Ａ

21

ＮＰＯを根付かせ拡大していくには、その担い手、特に行政や企業との協働でリーダーシップのとれる人

材の養成が不可欠です。今回ご登場いただく「ＮＰＯ研修・情報センター」代表理事の世古一穂さんは、わが

国のＮＰＯ活動の浸透拡大をそうした指導的人材の養成面から支えるトップリーダーの一人です。世古さ

んに協働での問題点と、自主事業として取り組むコミュニティ・レストランの狙いをうかがいました。

京都市生まれ。ＮＰＯ法制定に尽力。人材養成を専門とす

る〔特非〕「ＮＰＯ研修・情報センター」を開設。代表理事と

して現在に至る。多摩大学、東京経済大学の講師。地方制度

調査会審議委員（総務省）等。著書として「協働のデザイン」

学芸出版社刊「市民参加のデザイン」ぎょうせい刊他多数

【お問い合わせ】
NPO法人 NPO研修･情報センター
〒185-0012　東京都国分寺市本町3-10-22 オリエントプラザ406

ＴＥＬ 0423-59-8605　ＦＡＸ 0423-59-8606

E-mail ticn@mui.biglobe.ne.jp

URL http://www.jca.ax.apc.org/̃ticn/

※この冊子は再生紙を使用しております。

NPOと行政が
対等の関係を築くために

コミレスを自主事業による
NPO自立のモデルに

協働で活躍できるリーダーを養成

■世古　一穂さん （せこ　かずほ）

特定非営利活動法人ＮＰＯ研修・情報センター代表理事   世古　一穂さん
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〒926-0811　七尾市御祓町イ部4番地

TEL 0767-52-2486　FAX 0767-53-6360

〒920-8203　石川県金沢市鞍月2丁目3番地 鉄工会館3階

TEL 076-267-4741　FAX 076-267-4499

URL http://www.chirakuichi.com

E-mail info@chirakuichi.com

　平成15年2月活動開始。同年5月、

NPO法人の認証を受けました。当

初会員数30数名。訳も分からず

引き受けてしまったNPO法人の

運営、どのようにすれば良いのか？

日一日過ぎることに自分なりに

考えたことは、私自身が商売屋

であること、運営は収支が0でも

良いと思ったことでした。現実

はうまくいかないこともありま

すが、運営面でも誠実に利用者

に対応することが一番と今日ま

で職員一同で頑張っています。

本年で3年目に入り、病院、福祉

施設、介護施設棟等、ご紹介も頂

き、利用者の口込みもあり会員数は270名を数えます。公的

な助成もなく、各助成申請もキャリア不足で申請もできず、

それでも何とか運営をしています。

　NPOを代表する者として他団体の委員依頼も多く、しか

しそれをお引受けする時間もありません。

　多忙の中で今できること、市

内の中学生がボランティア活動

を体験したくとも受け皿がない

とのこと。あかりとして数人の

学生を受け入れ、利用者の簡単

な介助をして頂こうと実行に移

します。一人でも多くの方に高

齢者、身体障害児（者）の方の状

況を理解して頂ければと思いま

す。

　現在、リフト付車両とスロー

プ体験車両を法人として所有し

ていますが、乗車用タイプの福

祉車両を手配できればと東奔西

走。何とか1台確保できればと思

っています。会員数も増加の一途であり、現職員数での活

動も無理な状態になりつつあり、雇用面でも地域の活性化

に繋がると考えます。

　今後もNPO法人として、真摯に利用者本位で継続的に活

動を行って参ります。

　ＮＰＯ法人ケーネッ

ト知楽市は、障害者や高

齢者を含む情報技術弱

者に対して、情報技術活

用能力向上に関する支

援事業を行い地域社会

の発展に寄与すること

を目的とし、平成15年に

設立されました。

　主な取り組みとしては、「いしかわシニアＩＴサポート

デスク」があります。毎月隔週の水曜日に開催される「アイ

ディアミーティング」は、ケーネット知楽市の顔の見える

意見交換の場です。そしてＷｅｂ上のコミュニティである

「Ｗｅｂサロン」は、知識や互いのノウハウを共有し問題解

決に役立てようとする手法（ナレ

ッジシステム）を使い、知恵のコラ

ボレーションを行っています。

　ここで、実際の活動を2つ紹介し

ます。1つは「はぎの郷プロジェクト」

です。

「はぎの郷」は、自閉症成人施設です。

ここでは「トロルらく楽パソコンク

ラブ」と「トロルインターネットカ

フェ」を開催し、自閉症の方達への

パソコン支援を行っています。平成

16年に始まり、現

在までに22名が

受講しています。

街中に設置した「Ｉ

Ｔサロン」では、

在宅の方へのパ

ソコン支援も始

まっています。全

国でも珍しい取

り組みというこ

とで、今後も継続して行いたいと思っています。

　もう1つは「インターネット子ども教室」です。子ども達

にインターネットを安全に・安心して使ってもらうための

指導を行っています。平成１７年度は、野々市・夕日寺・武

蔵・富樫・津幡に会場を設置しまし

た。パソコンの危険性を知った上

で楽しく使ってほしいという願い

から、多くのボランティアスタッ

フが参加してくれています。

　ケーネット知楽市では、次々と

新しいプロジェクトが誕生してい

ます。それを支えているのは、ＩＴ

関連企業ＯＢ、現役サラリーマン、

自営業者、キャリアウーマン、専業

主婦などのボランティアです。団

塊の世代が溢れ出す頃には、多く

利用者の誕生会の様子

はぎの郷 パソコン教室紹介パネル

アイデアミーティングの様子

インターネット子ども教室の様子

NPO法人 あかり

NPO法人 ケーネット知楽市

ヒアリングを行う評価調査員

インタビューをしている調査員

書面審査による取り組み。達成状況

を調査する評価調査員

　グループホームの自発的な改善努力を促す

　シナジースマイルは、認知症の高齢者が介護スタッフの生

活支援を受けながら少人数で共同生活を送るグループホー

ムを、「外部評価」するNPO法人です。グループホームの外部評

価は平成14年から、厚生労働省によって義務付けられており、

グループホームの

自発的な改善努力

を促すための有効

な手段となってい

ます。

　グループホーム

は平成12年度から、

介護保険法に基づ

く居宅サービスと

して位置づけられ

たことを契機に急

速に増加しています。しかし、入居者は要介護度1～5で認知

症の状態にある方ばかり。歴史の浅さや理解不足のため、運

営方法によって外部の目が届かない閉鎖的な空間となるこ

とが懸念されます。

　外部評価は、こうした点を解消するばかりでなく、評価の

情報開示により、認知症高齢者の家族が数あるグループホー

ムの中からどのホームを選べばいいか検討する上での客観

的な判断材料になります。

　現在、シナジースマイルの評価事業部統括を務める橋本美

理さんは「入居を考える側の選択肢を増やす意味でも、グル

ープホームごとの個性を伸ばせる貢献をしたい」と話します。

　評価の結果はＷｅｂで公開される仕組み

　シナジースマイルは、平成17年7月に県内160番目のNPO法

人として認証を受け、8月

から外部評価活動を始め

ました。評価調査員は14人。

訪問調査は、ほぼ一日に

かけて行われます。3ユニ

ットまでは評価調査員2

名が対象となるグループ

ホームに訪問し、ガイダ

ンス、書類点検、ホーム内

視察、質疑応答、職員ヒア

リングなどを行っていき

ます。

　現在、外部評価の調査

報告書は、「運営理念」「生

活空間づくり」「ケアサー

ビス」「運営体制」の4領域か

らなり、全部で71項目にのぼ

ります。それぞれの項目に「で

きている」「要改善」「評価不能」

の欄があり、評価調査員が判断

理由や根拠をもとにチェック

を入れ、最終的に評価機関が評

価報告書を完成させます。グル

ープホームは評価報告書の結

果をもとに、職員皆で話し合い、

問題点の改善に努めなければ

なりません。その改善努力が、

グループホームの質の向上、し

いては入居者の暮らしの向上につながり、入居者とその家族の安

心を図るものとなります。

　評価の結果はグループホームの確認を経て、独立行政法人福祉

医療機構が運営する福祉保健医療情報ネットワークシステム（WAM 

NET）のWebサイトで公開され、利用希望者の参考となります。また、

ホーム内でも掲示したり、家族に郵送するなどし、入居者・家族・

利用希望者等にも自発的に公開していくことが促されます。

　入居者家族に独自のアンケートも実施

　「このほかシナジースマイルでは、入居者の家族にもアンケ

ートを実施し、評価する上での大切な指標としております。」

と橋本さん。

　平成17年の時点で、認知症の高齢者は約189万人、20年後に

は292万人に達する見込みです。その受け皿としてグループ

ホーム利用のニーズは今後ますます高まることが予想され、

シナジースマイルなど外部評価機関の役割も大きくなって

いきそうです。

注目！
ちょっと気になる、いしかわのNPO

NPO法人 シナジースマイル

外部評価を通してグループホームのよりよい運営を手助け

「いしかわのＮＰＯ」
 掲載情報募集のお知らせ
　　　　

●掲載参考項目

・団体名、団体住所、電話番号、ＦＡＸ番号、E-mail、

　URL

・設立の経緯、活動の内容（必ずご記入ください）、

困っていること、アピールしたいこと等

※600～800字程度にまとめてください。

●掲載料／無　料

●寄稿方法／郵送、ＦＡＸ、メールいずれも可

●その他／活動風景や代表者のお写真も併せて送付

　いただければと思います（電子データ可）。

●送り先／石川県NPO活動支援センター

〒920-0962 金沢市広坂2-1-1 石川県広坂庁舎2号館2階TEL 

076-223-9558　FAX 076-223-9559

E-mail npo@pref.ishikawa.jp　担当／河原

〒921－8178　

石川県金沢市寺地1丁目33-19

NPO法人 シナジースマイル
TEL 076-247-8996　FAX 076-226-8710

Vol.7

書類点検を行う評価調査員
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